
再発見された1日松方コレクションの

レオナルド・ビストルフィ作彫刻作品群について

第二回調査報告

高橋明也

まず、昨年度に筆者が行った調査報告1．後、懸案のレオナルドビストルフィの

作III6群が所有者のご家族によって国立西洋美術館に寄贈された事実を記し

たい。それらは2001年7月から8月にかけて、移動、梱包、輸送され、現在は当

館の敷地内に設けられた仮設収納スペースに梱包されたまま、将来の修復、

展示を待っている。とりあえずは、作品にとってより良い状態が実現されたという

ことになろうか。その際、新たに2点のブロンズ作品が加えられたため、完成作

品として組みヒげられた形を想定した今回の寄贈作品｛よ計8点となった。

　この画期的な寄贈が実現された後、筆者は、作品の実際が我が国ではほ

とんど知られておらず、入予可能な文献・写真資料も乏しいこの彫刻家に関す

る現地調査を北イタリアをlli心に行った。調査期間は2002年2月25目一31－jg日

である。調査の場所は、カサーレ・モンフェラート、ミラノ、トリノ、ローマ、パリ（文

献資料のみ）である。以下、この調査旅行で判明したことを簡単二報告する。

主な調．査地および調査経過

1）カサーレ・モンフェラート

ビストルフィの生地であり、市“ll美術館には石膏原型を中心に収集・展・ikし

ているビストルフィ記念石膏室が開室「2。市、ヒ公園や市役所をはじめ街中に

は彼の作品が多く見られ、また公営墓地にも何点かの1五要な作品がある。

調査日一2月27、28日

カサーレ・モンフェラート市立美術館（以一ドカサーレ市立美術館と略記）’；⊆芸

員ジェルマナ・マッザ氏と共に、211に渡ってビストルフィ記念石膏室の展示作

品および収蔵庫の作ildiを撮影。　I　H松ノ∫コレクションに係わる文1献資料等を探

索する時間的余裕1ま無く、次回に持ち．越しとなった。また、／lfウルバノ・ラタッツイ

記念像：’（］883－1887年）など、［li内に建つ記念碑や、　lll∫外れにある公営墓地

の1アンドレア・ニコラと家族のための墓碑》（1894年）、《湖1ヒを歩くキリスト｝

（1896－1899年、当地のブロンズ作品は1934年に遺族から寄贈されたヴァー

ジョン）などを調査。ほかに、公園内の《無名戦士のための記念碑〉（1925－28

年）を調査．した。

・一 　とりわけ、第一次世界大戦後に制作されたブロンズ作品に関して、戦時

iliの金属製品供出に伴うブロンズ合金の練度悪化などにより、かなりの繧

（す）が見受けじ，れることを確認。これは西洋夫術館ユ1又蔵の作品・《アベグの墓

碑：生と死》（原型制作1912－1913年）について、とくに日、～：つ特徴であった。

一
また、イi膏原型と大理石11…品の表現の違いを確認。とりわけ、石膏原型
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の《恋人たち》は、大きさ（100×120×200cm）もさることながら、石膏原型特

有の迫力に満ちた彫塑的表現が直戯に出た作品である。また、《ドゥリオ家の

ための墓碑：記憶によって癒される悲しみ》や《セガンティー二記念碑：物質

から解き放たれた「美」》などの石膏原型作品も、いずれも大理石作品にくらべ

てより直接的な彫刻家の手の跡が現れた精緻なものであった。

2）ミラノ

青年時代のビストルフィがブレラ美術アカデミーの学生として形成期を過ご

した場所。この地でジョヴァンニ・セガンティー二やガエターノ・プレヴィアーテ

ィらと知り合い、いわゆる「スカピリャトゥーラ」「：llの一員として、ボヘミアン風の

生活を送った。市内にある壮大な記念墓地Cimitero　Monumentaleには、

墓碑として建立されたかなりの数の作品がある。

調査日一2月26日、3月2日

ミラノ記念墓地およびブレラ美術館、ミラノ市立．近代美術館にて資料収集。

一
著名な指揮者であり、ビストルフィの友人のひとりであったアルトゥーロ・トス

カニー二の早逝した息子ジョルジョの追憶のために建てられた墓所（1909

－ 1911年）は、単純化されたフォルムの美しい大理石浮き彫りを巡らせた見事

な作品。他方、《エルミナ・カイラティ・フォクト・夫人のための墓碑：夢》（1900

年）は、ビストルフィの代表作であるばかりか、イタリアにh’けるリバティー様式

の頂点に立つ作品と見倣されている。

3）トリノ

生涯の大部分を過ごした町。1878年以来、ミラノから移ったビストルフィは、こ

の町で彫刻家オドアルド・タバッキ41のアトリエに入り、やがて独立。トリノ市内

にアトリエを構えて制作をしたが、晩年には郊外のラ・ロッジアで過ごすことが

多くなり、そこで没した。トリノ市立近代美術館に収蔵されているものもあるが、

作品の多くは公営墓地で見ることができる。なかでも《ドゥリオ家のための墓

碑：思い出によって癒される悲しみ》（1898年）、《ホフマン家のための墓碑：悲

しみ、詩、愛》（1821－1925年）、《ヘス家のための墓碑》（1920－1925年）は著

名である。現在もまだ、彫刻家の遺族であるお孫さんのアンドレアとワンダ’ビ

ストルフィ夫妻がこの町に在住している。

調査日一3月1日

アンドレア・ビストルフィ夫妻の案内でトリノの公営墓地で各墓碑を調査。残

されたビストルフィの習作作品、絵画、素描、関係資料等をご自宅で拝見し、

さらに市立近代美術館の所蔵品を見る。

一
《ドゥリオ家のための墓碑》は、カサーレ市立美術館の石膏原型、西洋美

術館の大理石作品との比較が容易な作例として興味深く観察。もともとはトリノ

近郊マドンナ・ディ・カンパーニャMadonna　di　Campagnaの墓地に建てら
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れたこの墓碑は、繊維産業に従事する新興ブルジョワであった地元出身の

ジhゼッペ・ドゥリオ（？－1896）のためのものであった。冴；二次1UJ界大戦で損

傷を受け、1960年代になって現在の場所に移された。このブロンズ作品でま

ず眼を引くのは、材質を異にする他の2作例と違い、3面の浅浮き彫りを施した

垂直の壁面に加えて、もう一一面が向かって左側に90度の角度で立ち、全体と

してL字型を成していることである。直交するその左側の壁面には、死者の肖

像と天使たち、および献辞が彫られている15。

　大理石作品が完成されるまでのどの段階でこの壁面が省かれたのかは

明らかではないが、おそらく旧松方作品が最初に発注されたときに、特定の死

者の肖像は美術館展示には．s、さわしくないと判断されたことは想像可能であ

る。あるいはすでに、1898年のトリノ国民美術展に石膏原型が展示された際

に、省かれていたこともあり得ないことではない。

　他方、1900年頃に鋳造されたと思われるこのブロンズ作品の鋳造技法は、

非常に人念であり、第一次世界大戦後に鋳造された作品とは明らかに異なっ

ている。このころの鋳造所はトリノのフマガッリFondatore　Fumagalliである

が、現在は消滅してしまったらしいこの鋳造所に関して、将来的に調査する必

要があるだろう。

一
ほかの墓碑についても、ブロンズ作品に関してはヒ記のような結論が導か

れる。《ホフマン家のための墓碑》の寓意像部分にはやはり霧が多く兄られ、

共通の特徴を兄せている。

4）ローマ

ボルゲ「一ゼ公園の国立近代美術6官には、1915年、作者自身によって寄贈さ

れたとされる《セガンティー二記念碑：物質から解き放たれた「美」》の大理石

による第ニヴァージョンが収蔵されている。また、ヴェネツィア広場の「ヴィットー

リオ・エマヌエーレ2世記念碑」正面を飾る群像彫亥IX犠牲》がある。

調査日一3月3、4日

2日に渡り、国立近代美術館専Fq官ジャンナ・ピアントー二氏および資料室の

ステファニア・フレツォッティ氏と而談。《セガンティー二記念碑lsの写真撮影と

関係資料収集。また、ヴェネツィア広場に赴き、モニュメントの彫刻《犠牲》を

調査・打14景多。

一一
ローマ国立近代美術6官の《セガンティー二記念碑》は台座を欠き、上部

の寓意的．女性像のみである。）ミ術館の作｜t，占台lll乏からも1915年にビストルフィ

自身によって国に寄贈され、美術館に収められたことが確認された。他方、作

品そのものに関しては、屋内展示されているため、状態は非常に良く、使用さ

れたカラーラ大理石もほとんど無傷で彫りも素晴らしい。

　この大理石製《セガンティー二記念碑》の第一ヴァージョンは、1906年に完

成後、セガンティー二美術館の開館に伴い、1908年にサン・モリッツに建てら

れたことが知られている（著者未見）。しかし、この第ニヴァージョンは、1907年

ごろ作者自身が制作を決意し、ミラノ市に贈ろうとしたものと同…視されている
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が、どのような経緯でそれがローマに飾られるに至ったかの詳細は不明であ

る。そして旧松方コレクションの大理石像に至っては一切の記録を欠いている

ようだ。仮に、この西洋美術館像を第三ヴァージョンとした場合、《セガンティ

ー二記念碑》には大理石による3体のヴァージョンが存在することになる。しか

し、研究者サンドラ・ベレスフォードによれば、1922年12月にトリノのボンシニ

ョーレ街にあったビストルフィの大理石制作アトリエで《セガンティー二記念

碑》を目撃し、ビストルフィ自身が「完成している」と言ったことを証言した、フェ

ルッチョ・スティンキという著者のレポートが存在する「61。

　ベレスフォード自身はこの記録から、第三のヴァージョンがあった可能性

を示1唆しているが、まさに今回寄贈された旧松方コレクションの作品がこの第

三ヴァージョンであるのは間違いないと思われる。前回の調査報告書に記し

たコリエーレ・デラ・セーラ紙の記事［71に、松方が1918年の春にイタリアに赴

き、セガンティー二、ミケッティなどの作品とともにビストルフィの作品の買い付けを

行ったことが書かれていたが、「…松方が購入した作品は梱包されたままジェ

ノヴァ領事のもとに置かれ、戦争が終わるとすぐに東京に送り出された」（傍点

筆者）という事実関係の幾分あいまいな一文を除いて、その記録ともはっきりと

整合性が生ずる。すなわち、1918年に、ビストルフィの作品（おそらく石膏原型

であろう）を実見した松方が、新たに大理石作品を注文し、やがて4年後にそ

れが仕Lげられたのであるeさらに、既述の1932年（昭和7年）の大阪朝ll新

聞の記事によればs・、作品が日本に到着したのはほぼ「10年前」すなわち

1922年頃であった訳であるから、この記録とも矛盾しない。以ヒのことから、西

洋美術館所蔵大理石ヴァージョンの制作年代は、1918－22年と推定できる

のである。

一
次に、ウ三ネツィア広場に赴き、モニュメント「イル・ヴィットリアーノ」を飾る作品

《犠牲》を調査・撮影。モニュメント自体は、イタリア国王故ヴィットーリオ・エマ

ヌエーレ2世（1820－1878）年の業績を讃えて、1906年にベネデット・クローチ



エ、コッラード・リッチらとともにビストルフィも名を連ねた建設委員会が設けられ、

1911年に除幕された。《犠牲》は、《政治》、《哲学》などを寓意するほかの7人

の彫刻家の作品に伍して、モニュメントの基壇上に葺える。複数の人体を組

み合わせ、中心となる死せる英雄の姿を、十字架から降下したキリストの姿に

重ね合わせて「犠牲」のテーマを象徴的に表した構成は、マニエリスムやバロ

ックのらせん状の動きを見せる群像彫刻や、ミケランジェロの《ピエタ》を想起さ

せると評される［91。しかし同時に、ロダンやアントナン・メルシエなど、ロマン主義

的テーマを壮大な構成で表す一連の19世紀の記念碑彫刻との関わりも見

逃せないだろう。なお、この作品の石膏習作は、カサーレ市立美術館に収蔵

されている。

以上、おもな調査地・調査作品とそれらの概要について、かいつまんで述べ

た。駆け足で行った今回の調査は、西洋美術館に寄贈された8点の作品に

関する資料を収集するのが第一目的ではあったがそれとともに、歴史のなか

で忘れられかけたレオナルド・ビストルフィというイタリア近代彫刻史上の重要

作家の作品に、新たな光を当てる作業でもあった。いずれの作業も、まだ出

発点に立ったばかりであり、松方コレクション作品が制作されるにあたって参

照されたであろう完成作品のいくつかは、今回未だ見るに至っていない。ブラ

ンクンンやベネガットを軸に展開した、松方コレクションの形成に係わる重要

な1ページは、まだ開かれたばかりであると言ってよいだろう。

．1］『国i’1：西洋美術館紀要』No．5　pp．35－41
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Vallピ30　dicembre］922、　S．　Berresford，　Catalogo　della　mostra，8却o苗：1859－　19．Jl3；　il

pei’corso　di　”no　s（’ttltore　siinbolista，　Casale　Monferrato，1984，p．82に引用。

Tl1923年9月15U付、第一回報告書p．36および詮4参照。

ls］昭和7年6月81］、第一［nl報告書pp．36－37参照。

［9i　S，Berresford、　in　Op．Cil．，　p．IIO

fl　IL）1の調査にあたって1卸協力いただいた、Germana　Mazza，　Andrea　e　Wanda　Bistolfi，

Gianna　Piaiit〔｝T］i，Stefania　Frezzotti，｛生藤康夫、　Anne　Pillgeot各氏に御｜礼中し上げたい。
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参考資料1
国1」ノ．西洋）三術苗ξ所蔵となったビストルフィ侍≡品リストIS．．は、川i蔵番｝封

S，2001－1

ttセガンティー二記念碑：」勿質から解き放たれた［美］、

T－1，〃lu〃lt・iitθ　a（↓it）t・tlJi〃↓㌦窓r〃ltiJli：La〃B‘．〃tlzza～iht’J’atrt　daUa．．Vatt・i’ia

属irCb．li1｝｜lf乍1899－19｛］｛lil’一ヒ頁

大理石

Il50　Pt　l5．；ぺ156Cin（1．lllj女｜Ml｛c＃，tl～うア：257二・．157　x　l］5cnl｝

S2001－2
ドゥリオ家のための墓碑：思い出によって癒される悲しみ

tl’loittt）it（’rtto　S〔ゾ，θ／（’〃al‘’f）‘・）一　xtt　1；rmtiglitt　1）ttrit）：ノ／1）t）／t）iV〈・θjtybJ・trlttJ　tittr／∫・　．，1　f‘’ntrJ）・ic．

原型制作1H9819〔n年頃
ノベ理石

245×5｛｝9Yl3〔［cm（｜lr4！1iij［rl［レ）女・nlf象：r：’；；さ1Sl］cn｜）

S．2001－3

・アベグの墓碑：生と死、または光に向かって、死の魅惑の虜となる生
．1／θ〃U」iti．）tto∫L”it〃t’i’tti’io．－1～hr：9’ILJ：∫，〔～1’it‘t‘itt．1∫θrt（∵li．i：S’”／αLtt‘・〔∵～α1　’ittt　ti’tis｛’in∫tta　f／ai　Fa．sc・ψθt／C／ta，’1∫O）’tt

「膓頁i胆｛｜Sljf1…1912－13f｜・ヒ頁

ブロンズ’

215＼：155×25｛ユCln（タヒ：lt“iさ195cn1、　’1｛：1「：」さ17〔［cn、）

S2001－4
死の花嫁たち

1．（．L）’ ／Jt，s〆イ／｛1～～a．11w「k

f9，iイ‘！iliilf1≡18Y4－97ti・ヒf｛

ブロンズー （浅浮き彫り｝

27］＼locl・69cn［

S2001－5
《アンヘロ・ヒオレロの墓碑：労働の英雄の埋葬・
・1∫θ膓〃〃〃c〃～f．）　Sc／）〃／ビ」’a／〔ρθ．・1ng↓．／θGit，ri〃t）tt〃f　tt）tt）’rti［’　1i　un　i’；iwt（／｛・〃．rtt・t）川

大理fi

78×4｛い・：i“｝Cm

S2001－6
・i9恋人たち．

G〃．’1　mt〃～ti

原τ‘1制作ls，g：1－×4fl頃

大理石

57×i）g，　×104Cni

S2001－7
ぐ‘生と死”のための習作、

ISo：：t・ttn　／Jt’）’　“‘lft　l「itrl〔・la，，1・’lr〃’tr・「「

原，1＄1∫制wlgl2－1：ill．頃

ブロンズ

1［］　．，s　6（い16Cm

S2001－8
ヴィットーリオ・エマヌエーレ21

βθ二‘・〃tJ／）1’パ‘～／＼ノげ〃《’if）”r／t・／、ilf”t

原型制W19uSllf］
ブロンズ

igi2：；x26．5c｜〕1

：記念碑のための習作：犠牲．
～ピ〃／θr～1ソ〃‘〃・ioE）J～イ〃〃r↓．／t〃，／～θ’〃〆，

参考資料2

レオナルド・ピストルフィ略年譜

1859北イタリア、カサーレ・モンフェラートに彫刻家の息L∫・として生まれる，、

187・1故郷の川からミラノのブレラ芙術学校に学，」ミための奨学金を得る。

1875ブレラX術学校に入学し、lril僚のセガンティー二（ユ858－99）、ブレヴィアーティ（1852－

　　　IE）20）らと共に、」’スカヒリャトゥーラ”のグループのボヘミアン的生活に身を投ずる，

］878トリノに移り、彫刻’家オドアルド・タバッキのもとで彫刻を学びはじめる．，

1880初めての注文作11n，1《ブライダ家のためのば碑：死の尺使：“を1｝｝lj作開口台、

1881トリノの美術振興i）｛絵の展覧会に女性の’ド身像アルデンス・ラルヴァ（熱き亡霊）を

　　　出品。1887生地カサーレ・モンフェラー1・にウルバーノ・ラタッッイ記念像・．制イ1：、、

1883画家アントニオ・フォンタネージの記念碑構想のためにウ1像を制f1…（実現せず）．

1892トリノのアカデミア・アルベルテf一ナの名誉会員となる，

1893マリア・グスベルティとトリノで結婚。

1897ヴェネツfアの国1；祭〕ミ術展運営委員フこのメンバーとなる．

1898．思い出によって癒される悲Lみ（石宵原弓望）によってトリノ国民美術展で一τ‘；賞を獲

　　　得（ブロンズ鋳造は2年後）c，

1柵｛いエルミナ・カイラティ・フォクト夫人のための墓碑：夢完成（ミラノ、記念墓地）

1901．思い1［111によって癒される悲しみ．をミュンヘンで展示。オーギュスト・ロダン、ト1〃の

　　　ビストルフfのアトリエを訪れる，，

1902トリノ第．’川匡li；祭装飾博覧会のためのボスターを制作。

1905ウエネツfア国際X術展において、ビストルフィの1固展開催。サン・レモのジ巳ゼッペ・

　　　ガリバルデソ記念碑の｛lilj作を依頼される、
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19〔［6イタリアtl　ritiiかじ、四チェンテージモ硬貨のデザインを受注．ミラノでセガンティー二の

　　ための記念碑．’物質力・ら解き放たれた1類（大理石）を展覧．

1908ボローニャ市評議会がビストルフィに、前年逝去したノーベル賞受賞の詩人ジョズ

　　エ・カルドゥッチの大規模な己念碑制1］1を依頼（1928｛ド完成）、，t、tセガンティー二記念

　　碑〃、サン・モリッツで除幕。

］g〔｝g指揮者アルトゥーロ・トスカニー二夫友から、トスカニー二家の廟墓の設計・制作を依

　　頼される（19．　11年完成，。ミラノ、己念墓地）。セガンティー二の生地アルコにブロンズに

　　よる画家の記念像を建虻。

1911ローマのヴィットーリオ・エマヌエーレ2111：記念碑建設に1際Lて、前面を飾る人型群f象

　　　，、犠牛1ひをノ己成ワ

1913．、アベグの墓碑：生と死．制作W理イ．iの完1コ文作はチューリヒの墓地に建、’川。翌∫ドの

　　　第11川ヴェネツィア・ビエンナーレに石音原型を出品。ウルグアイに．アンヘロ・ヒォレ

　　　ロのための墓碑：労働の英雄の死建、’fl〈モンテビデオ、公営墓地）。

1915．iiセガンティー二記念碑》のノミ理石による第ニヴァージョンをlli｜に寄贈，ローマ国、次，：

　　近代美術館に収蔵される。

1923トリノ［liよb、無名戦十のための記念碑計画を委託（実現せず）。

1925！1tホフマン家のための墓碑：悲しみ、詩、愛／ノ己成U・リノ、公営瑳地）・・．t

I928カサーレ・モンフェラートの公園に無’rw．kl：のための記念碑完成，サヴォーナに

　　　1ジ」」ゼッペ・ガリバルデヤ騎馬像1完成c

1933トリノ近郊ラ・uッジアの別荘で死去，

1958ビストルフィのアトリエに山Xする作占1‘1群がカサーレ・モンフェラートtliに寄贈される。

1984カサーレ・モンフェラートにおいてlnl顧展開催。

2001カサーレ・モンフェラー1・fh立二美術館のビストルフィ石膏室がリニューアル開館される，，

e’Bi（，grrafia”hl　Ltt　Ci／）sfit‘・t’ft　Z，c・‘ノ〃t〃’t／θ8八～θ〃7，　Ctlta～tJSJt」rか〃ピで）ρc〃E》）θs～‘、Cittlt　di　casale

Monfen－ato．2“el参照）

参考資料3

松方コレクションとビストルフィ作品関連略年譜

1896松方1ト：次郎、川崎造船所ト1J代社長に就任、．

1914第・’次川1界人戦勃発ロ

19163月、ストックボー1・売り込みのためアメリカ経由で第4回渡欧に出発、、このころよbk

　　術品購入開始こ画家フランク・ブラングfンと親交を結ぶ．

1917．｜8ロンドンを中心にヨーロッパ滞在：ヴェヴエル・コレクションの浮世絵を・・括jl’〈1・11・．

　　このころプラングィンに「共楽丈術館S　heei’正）leasure　Arts　Paviliイ川」の設計を依

　　頼。

　　　イタリアでビストルフィ、セガンティー二などの作品を購入か。大戦終∫直後の｜8年11

　　　月に帰国∨

1919航路の安全が確f呆され、コレクションが日本に到着しはじめるG言1’291±t］、275ケース、

　　　ll24rkミフビり）㌧

19214月海軍省の依頼を受け、Uボート図面入r一のため第5回渡欧に出発。滞欧中、パ

　　　リ、ハンブルクなどで継続的に※術品購入。リュクサンブール美術館館長レォンス・

　　　ベネデZットと親交。ジヴェルニーでモネに会う。ロダンの作品も多数購入．，翌22年2

　　　月に帰国c

1922ワシントン軍縮条約のため、「加賀」建造中止。造船不況始まる、

1923関東大震災．2月23日f・j’でコリエーレ・デラ・セーラ紙が、東京発の外電として、松方

　　　÷・1：次郎が1918年にイタリアで買ったビストルフィやセガンティー二の作品が震災で破

　　　」員し7こ旨を幸艮」亘。

1926ジュネーヴの川1際労働会1義に出席のため、第6川渡欧、、最後のまとまった作品収集

　　　を行ったn

lg27金融恐慌発η1。川（10点以｝一．の美i・ト1品が1・　li．銀行へ融資のためσ）担保として提供

　　　される。

1928川崎造船杜上ミを辞任。

1932　］〈llS（朝日新lin神戸版（6J］81Dに「ビストルフィの作lll，］】2〔｝∴‘．〔」U），i己’11・。

1939第二次川界人こ戦勃発。ロンドンのバンテクニカン倉庫火災、、項けてあった〕ミ術d11多

　　　数・焼失、、

1940パリにあった作ttlr］1多数、ノC海軍駐在武官U置紅：郎の手で郊，／トのアボングンに

　　　∫東開．

1944パリ所在の松方コレクションが敵性財’産とLて差し押さえられる．‘

1951サンフランシスコ‘講和粂糸tjによリフランスから寄贈・返還。

1959国、’「1西洋美i∫w館聞館

2001川i「r：西日三美1付館にビストルフィiilLili「t8．［it：が’，｛b：贈される。

｛越㍗1’裕　：郎「松方コレクションについて」、展覧会カタログ松ノノコレクシuン1長　一いま蘇るる～）芙術

館．Msii市“，：　pv一物餌イ、1989年、　PP．11u日8参1照｝



ARediscovered　Group　of　Sculptures　by　Leonardo　Bistolfi　from　the

Former　Matsukata　Collection

Akiya　TAKAHASH｜

The　NM“．A　currelltly　houses　a　collection　ofsculpture　which　was　formerly　in

the　collection　of　K6jir6　Matsukata，　featurnlg　53　worksby　Rodin　and　6　works

by　Bourdelle．　As　is　well　known，　the　financial　collapse　around　19271ead　to　the

dispersal　of　this　fam（，us　Matsukata　collection、　either　as　surety　for　Ioans　or

through　attachment　by　banks．　Inrecent　years，　however，　a　nmllber　of　these

works　have　reapPeared（，n　the　art　Inarket，　both　in　and　out　ofJapan．　The

majority　of　the　w〔）rks　that　have　reappeared　are　either　painting．　s　or　drawings、

but　we　can　tell　fronl　extant　auction　catalogues　and　actual　works　that

Ptlatsukata’s　collection　originallyinc】uded　a　wide　variety　ofgenres．　It

incorporated　a　spectrum　ofvisual　arts，　from　painting　to　sculpture，　furniture

and　decorative　arts，　which　he　intended　to　display・　in　a　grand　museum　he

p｜almed　to　open　in　1、okyo　under　the　name　of　the“Sheer　Pleasure　Arts

Pavilion”．

　　　　　　Last　year　the　NM、～A　received　an　offer　of　a　donation　from　a　private

collector　inthe　Kansai　region　of　a　group　ofsome　ten　p［us　sculptures，　some

dismantled．　which　Matg．　ukata　had　collected　in　Italy．　As　a　resultof　the　survey　of

this　collecti（川by　NMWA　staff　members，　it　was　determined　that　they　were　by

Leonardo　Bistolfi（1859・1933）、　a　sα11ptor　active　primarily　in　Ilorthern　Italy．

、Vhen　reasselnbled、　they　constitute　a　group　of　eight　sculptures，　both　Iarge　and

small．　made（，ut　of　marble　arld｜）ronze．　The　evidence　for　these　works　resides

primarily　in　two　newspaper　articles．　First，　according　to　tlle　C（）rriere　della　Sera

（September　I5．1923　issue），　thr（川gh　the　eff（，rts《）fhisfriend　alld　advisor，　the

British　painter　FralllくBrallgwyn．　Matsukata　visited　Italy　ill　the　spring　of　l918

alユd　there　purchased　Bistolfi　sculptures　along　with　works　b｝・S　egantini　and

others．　The　works　ill　questioll　had　been　wrapped　and　set　aside　in　Genoa

through　the　remainder　ofWorld　War　I，　and　thell　were　sent　to　Japall　as　soon　as

the　war　was　over．　The　other　article　isfl’om　the　Kobe　edition　of　the　Osaka

Asahi　Shiniibun（Julle　8、1932　issue）．　This　article　states　thaビa　certain

gentleman　of　Kobe　plamed　to　build　a　museum　and　display　a　group　of20　works

by　the　major　ltalian　sculptor　Bistolfi．　But　insteic　d　of　these　plang．，for　some　10

years　these　sculptures　have　remained　wrapped　and　gathering　dust　in　Kobe

Customs’s　Kawasaki　Warehouse．．．＿right　before　these　w・orks　were　to　be

auctioned　as　abandolled　oblects、　unexpectedly　a　certaill　gentleman　of　Kobe

expressed　a　desi1’e　to　acquire　them．　The　auction　was　canceled，　and　itwas

decided　to　hand　the、works　over　to　the　gentleman，　so　that　at　Iast、　these　wor｜d・

renowned　scuiptures　buried　for　ten　years　inadark　warehouse　willfirlallv　see

the　light　of　day．”While　these　reports　are　fragmentary，　we　know　from　these

documents　that　h】1918Matsukata　purchased　a　large　mmber　of　art　works　in

Italy、　and　that　they　were　shipped　to　Kobe　aroulld　1921・22，　Matsukata、　faced

with　the　direct　shock　of　the　financial　collapse　of　his　own　personal　finances，

handed　over　the　Bistolfi　sculptureg．　to　an　art　collector　ill　Kobe，　whose

descelldant　donated　them　to　the　NMWA，

The　sculptures　inquestioncan　be　collfirmed　as　works　that　will　stalld　as　some

of　Bistolfi’s　major　accomplis　hments，such　asルtonttl’rzell～θαG～θvanノ．riSeg．rantini：

La　Be〃銘zαtiherctta　da〃αルta　te　nl‘～（origir〕al　model　ca．1889－1906）、ルfonumentθ

SePOI（’r（t～‘ノPer　laれ〃2悟〃‘zρ～θイ〃：〃Dolθrc’〔・θ’τん　〃‘～「θcla〃〔・ル1eJnθ1’ie（original

model　ca・1898－1901），ルd～」nu〃～entθFunei’（tn’o／lb〔惚：Laレ滋α〔～～keルlor「e　or

レellsθ必Lbtce：L（tレ「1’～αtrCtsci）ttlt（l　dal　Fascino　de〃～τ〃〈〃プe（original　nlode1，

1912一ユ3）。

42



　　　　　　Bistolfi　was　born　in　the　northern　Italian　towl1（）fCasale　Monferrato

and　he　studied　at　the　Accademia　di　Brera　ill　Milan，　where　he　was　classlnates

with　Giovami　Segantini　and　Gaetano　Previati．　As　a　member　of　the

“ Scapigliatura1’in　the　l880s　alld　1890s，　Bist〔｝lfi　led　a　bohemian　life－style．　He　then

moved　to　Torino　where　he　entered　the　studio　of　Odoardo　Tabacchi，　and

Bistolfi　made　Torino　the　center　ofhig．　later　artistic　activities．　The　Inajority　of

Bistolfi’s　“・orks　are　large－scale　sculptures　made　either　as　funerary　works　or

commemorative　works。　He　began　with　heavily　naturalist　works　in　the　first　half

of　the　1880s，　and　from　the　1890s　through　the　first　halfof　the　first　decade　of　the

20th　century，　his　works　displayed　an　elegant　g．　tyle　made　up　of　a　mixture　of　Art

Nouveau　decorative　styles　and　syrnbolist　subject　matter．　From　the　1920s

through　the　1930s，　he　was　heavily　influenced　by　Michelangelo　and　Rodin，

creating　a　heroic　style　dubbed‘‘Bistolfislno”as　his　fame　grew．

　　　　　　With　plans　for　the　shipping　and　transfer　of　large－scale　sculpture　hl

place、　the　scu】pture　group　was　moved　from　Kobe　to　the　NMWA　during　the

summer　of　2001，and　they　were　left　in　their　crates　in　a　hastily　prepared

temporary　holding　spot．　They　are　now　waiting　for　theirfuture　conservation

work　and　display、　I　conducted　an　oll－site　survey　from　February　25　to　March　9，

2002，visiting　the　sculptor’s　native　northern　Italy　to　study　the　Gipsoteca

Leonardo　Bistolfi　attached　to　the　Museo　Civico　di　Casale　Monferrato，　and

museums　and　archives　in　Milan．　Torino，　Rome　and・Paris．　The　goal　of　this

survey　was　to　gather　materials　directly　related　to　the　8　donated　works，　to　come

into　contact　with　as　many　works　as　possible　by　this　important　artist　who　has

been　forgotten　in　the　history　ofmodern　Italian　sculpture，　as　well　as　to　gather

materials　related　to　the　artist’s　work　in　general．　Thanksto　the　kind　assistance

of　Ms．　Germana　Mazza　of　the　Museo　Civ｛co　di　Casale　Monferrato．　the

sculptor’s　descendants，　Mr．　and　Mrs．　AIldrea　and　Wanda　Bistolfi　in　Tbrin〈），

Ms．　Gianna　Piantoni　and　Ms．　Stefania　Frezzotti　of　the　Museo　Nazionale　d’Arte

Moderna　in　Rome，　and　numerous　other　individuals，　1　was　able　to　acquire　a

large　amount　of　written　and　basic　photographic　materials　on　the　artist

　　　　　　　One　great　result　of　thissurvey　was　locating　materials　which　clarified

the　questions　9．　urrounding　the　Monu〃zen　toαOio　vanni　Seg（～｝lti12i，　a　major　work

made　of　marble．　Before　the　rediscovery　of　the　Matsukata　version，　two　works

in　marble　based　on　two　plaster　modellos　now　in　Casale　have　been　known．　The

first　of　these　works　was　a　marble　w〈）rk　unveiled　in　1906，　which　today　stands　in

the　garden　of　the　Segantini　Museum　in　St．　Moritz，　The　g．　econd　version　is

located　in　the　Museo　Nazionale　d’Arte　Moderna　in　Rome．　This　work　was

presented　by　Bistolfi　himself　to　the　nation　in　19ユ5．　There　had　been　testimony

that　another，　almost　colnpleted　version　was　seen　in　the　artist’s　studio　in工922，

and　it　was　assumed　that　a　third　version　existed．　With　the　appearance　ofthis

work　from　the　former　Matsukata　collection，　itisnow　confirmed　that　there　are

three　extant　versions　of　the　work　in　marble．　Comparing　the　handling　and

finishing　of　actual　works　and　the　mode110s，　it　is　now　safe　to　say　that　the

NMWA　work　is　one　of　the　original　works　by　the　artist．　A　comparison　of　the

dates　and　other　facts　in　docunlentary　sources　a｜so　agree　with　almost　no

discrepancies．　It　seems　almost　completely　certain　that　the　3rd　version　today　in

the　NMWA　was　commissioned　by　Matsukata，　and　ther〕colnpleted　by　Bistolfi

in　his　studio　in　Torino　from　1918　to　l922．

　　　　　　　Further，　a　comparison　of　the　NMWA　’s　marble　work　A40numen　to

SePolcra　le　Per　la　Famiglia　jりurio，　with　its　respective　modellos　inCasale　and　a

bronze　example　in　Torino，　and　a　comparison　of　the　marble　GliAmantiwith　its

respective　modello，　allowed　me　a　chance　to　confirm　the　similarities　and

differences　in　expreg．　sive　effect　created　by　the　different　media　involved．　1　was

aIso　able　to　study　the　finished　work　in　Rome　for　the　NMWA　Boz2ettio　per　“il

Sα6η’ficiO”del　MonZtmen　to　a　Vitt（）n’O　Emanuele　II，　i～θ．ma’t

　　　　　　　The　rediscovery　ofthisgroup　of　sculptures　by　Bistolfi，　which　had

remained　almost　unknown　for　three－quarters　of　a　century，　is　a　rare　example　of
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at’cdiscovery　of　a　gr（，up　of　t・uropt・all　aI’t　wo「ks　inJapan，　both　in　tenns　of

importance　and　scale．　Fui’ther、　these　works　he｜；）us　rccons　icler　the　true　1）ature

of　the　Matsukata　Co］lection、　which　has　had　its　imllge　f《）nned　largely　from　its

seeming　emphasison　the　modei’TI　French　art　cellteril．lg　on　the　I｜］1pressiollists．

The　g．　e　w（，rks．　als‘）stand　as　iMPOI’tant、vitlユess　to　the　history　ofcultural

exchange　betweell　Italy　1．tnd　Japan．

Note；Thissutnnユary　pr｛，vides　a　sunlnlati‘）n〔〕fthe　contellts　of　two　reportson　this

subjec｛，the　first　published　in　the　l）revious　NN．IX、A　Journal　N（），5、　alld　the　second　halfof

thc・report　I．〕ublis．hecl　in　thisisslle｛）fthe　Journal．
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